











 ○ 植野貴志子助教は、4月 25日、“Questions in Dyadic Conversations between 





 ○ 川端康雄教授は、5月 14日、『ジョージ・ベストがいた―マンチェスター・
ユナイテッドの伝説』（平凡社）を出版。
 ○ 新見肇子教授は、5月 23日、International Conference: Digital Romanticisms
（於東京大学）にて司会を務める。
 ○ ダニエル・ガリモア准教授は、5月 23日、“Sir Walter Scott and the Romanti-
cism of Tsubouchi Shoyo”を International Conference: Digital Romanticisms （於
東京大学）にて口頭発表。
 ○ 松森晶子教授は、6月、「多良間島の 3型アクセントと『系列別語彙』」を『日
本語研究の 12章』（上野善道監修、明治書院）に執筆。
 ○ 英語英文学会主催の春季講演会が、6月 3日、開催された。講師は荒井良雄
氏（英米演劇研究家・駒澤大学名誉教授）。演題は「日英朗読芸の世界」。





 ○ 大場昌子教授は、8月 1日、「Cynthia Ozick, Th e Cannibal Galaxyにおけるホ
ロコースト表象」を日本ソール・ベロー協会東京支部例会（於専修大学）にて口
頭発表。
 ○ アン・スレイター准教授は、8月 5日から 8月 17日まで、資料収集及びイン
タビューのため、インドネシアへ海外出張。
 ○ ソーントン不破直子教授は、8月 15日から 18日まで、第 19回国際比較文
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学会世界会議（於Chung-Ang大学）に出席、研究発表のため韓国（ソウル）へ海
外出張。8月16日、“Th e Advent of the Steam Locomotive in Japanese Literature: 
the Killing Machine and the Ghost Locomotive”を口頭発表。





 ○ 藤井洋子教授は、9月 1日から 4日まで、社会言語学シンポジウム 18に出
席、発表のため、連合王国（サウサンプトン）へ海外出張。9月 3日、“Cultural 
values and interrelationship of self and other in Japanese language practices” をパ
ネル “Cultural Values and Language Practice: In Search of an Enriched Pragmatic 
Th eory”にて口頭発表。
 ○ 高梨博子准教授は、9月 1日から 9月 8日まで、社会言語学シンポジウム 18
に出席、発表のため、連合王国（サウサンプトン）へ海外出張。9月 3日、“Th e 
Japanese self as perceived and communicated in interaction” を “Cultural Values 
and Language Practice: In Search of an Enriched Pragmatic Th eory” にて口頭発
表。
 ○ 植野貴志子助教は、9月 4日、「どのようにして、なぜ、二人で一つの物語を
共創できるのか―場の理論による課題解決型談話分析と解釈」を第 26回社会
言語科学会研究大会（於大阪大学）にて共同で口頭発表。
 ○ 藤井洋子教授は、9月 5日から 8日まで、マックス・プランク心理言語学研
究所・ラドバウド大学主催 Informal Workshop on Comparative Pragmaticsに出
席のため、オランダ（ナイメーヘン）へ海外出張。9月 6日、“Addressing the self 
and the other in Japanese: An interpretation in terms of the pragmatics of ‘Ba’ ”を
口頭発表。
 ○ 松森晶子教授は、9月 9日から 9月 15日まで、国立国語研究所危機方言調査
のため、鹿児島県喜界島へ出張（方言の音韻調査）。
 ○ 島田法子教授は、9月 20日から 3月 31日までサバティカル。
 ○ 川端康雄教授は、9月 25日、科研費「構造主義の残滓としての英国批評の
国際的再検討―ラスキンからウィリアムズまで」に係わる国際シンポジウム
“Fiction as Criticism/Criticism as a Whole Way of Life: Raymond Williams in 
Transit II”（日本女子大学文学部、大学院文学研究科学術交流企画共催、於日本
女子大学）にて司会を務める。




 ○ アン・スレイター准教授は、10月、短編 “Th ings You Dreamed of and Th ings 
You Didn’t”を Yomimono （Volume 15）に執筆。
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 ○ 坂田薫子准教授は、10月、日本ハーディ協会の運営委員に就任。
 ○ ソーントン不破直子教授は、10月 9日、日本比較文学会第 48回東京大会（於
成城大学）にて総合司会を務める。





2年田村奈央。発表タイトルは「日英語会話の speech formの変化と context」。
講演と発表に先立ち、平成 22年度 E. G.フィリップス賞の授与式が行われた。
受賞者は、3年次林絵里子、代田香織、4年次相原真理絵、奥原夕美子。
 ○ ダニエル・ガリモア准教授は、10月 17日、“Telling the World about Sheiku-
supia: Hints and Perspectives”を、日本シェイクスピア協会第 49回シェイクス
ピア学会（於福岡女学院大学）にて口頭発表。
 ○ 島田法子教授は、10月 18日から 11月月 1日まで、日系人インタビュー調査
および資料収集のため、アメリカ合衆国（ハワイ）へ海外出張。
 ○ 佐藤和哉教授は、10月 26日、「児童文学をなぜ大学で学ぶのか―就職、子
育て、研究―」を「児童文学概論」（清泉女子大学）の特別講師として招待講
演。







 ○ 坂田薫子准教授は、11月、『『カスターブリッジの町長』についての 11章』
（英宝社） を共著にて出版。
 ○ ダニエル・ガリモア准教授は、11月 5日～9日、Federation of International 
Translators （FIT） 6th Asian Translators Forum（於澳門大学）に出席、研究発表の
ため中華人民共和国澳門特別行政区へ海外出張。11月 6日～8日、大会にて司
会を務める。11月 6日、“A Normative Reassessment of the Shakespeare Transla-
tions of Tsubouchi Shoyo”を口頭発表。
 ○ 松森晶子教授は、11月 12日から 11月 15日まで、人間文化研究機構学術調
査のため、鹿児島県甑島へ出張（アクセント調査）。
 ○ 藤井洋子教授は、11月 13日、日本英語学会第 28回大会（於日本大学）にて
司会を務める。
 ○ 川端康雄教授は、11月 15日、Rachel Teukolsky, Th e Literate Eye: Victorian Art 
Writing and Modernist Aesthetics （Oxford UP, 2009）の書評を『ヴィクトリア朝文
化研究』第 8号に執筆。
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 ○ 川端康雄教授は、11月 20日、ヴィクトリア朝文化研究学会第 10回大会（於
名古屋大学）にて司会を務める。








 ○ 松森晶子教授は、12月 19日、20日、国立国語研究所主催、日本音声学会協
賛 International Symposium on Accent and Tone（於国立国語研究所講堂）にて司
会を務める。
 ○ ソーントン不破直子教授は、1月 29日、「『時間』の発明―プラトンの知と
コロンブスの無知―」を日本比較文学会東京支部例会（於大正大学）にて口頭
発表。
 ○ ダグラス・フォースター講師は、2月 12日、“Remember to Laugh: Teaching 
Situation Comedies” を California Association of Teachers of English （CATE） 
2011 Conference （於 Sheraton Grand & Convention Center, Sacramento, Cali-
fornia）にて口頭発表。
 ○ 大場昌子教授は、2月 19日、公開シンポジウム「ゴーレムの表象―ユダヤ
の人造人間と現代」（日本女子大学文学部・文学研究科主催学術交流企画、於日
本女子大学）にて「Cynthia Ozick, Th e Puttermesser Papers のゴーレム」を口頭発
表、および司会を務める。





 ○ 川端康雄教授は、3月、2010年 9月 25日に開催した国際シンポジウム “Fic-







 ○ ソーントン不破直子教授は、3 月、“Th e Advent of the Steam Locomotive in 












 ○ アン・スレイター准教授は、3月、短編 “Th e Bamboo Branch”を『英米文学
研究』第 46号に執筆。
 ○ ダニエル・ガリモア准教授は、3月、“Smelling a Rat: Towards a Corpus Lin-
guistic Approach to Tsubouchi Shōyō’s Hamlet Translations” を本山哲人・冬木ひ
ろみ （編）『シェイクスピアから広がる世界』（彩流社）に執筆。
 ○ ダニエル・ガリモア准教授は、3月、“Shakespeare and the Blackboard Jungle: 
Teaching and Performing Shakespeare in Contemporary Britain”を『日本女子大
学文学部紀要』第 60号に執筆。
 ○ 内山加奈枝講師は、3月、“Space and Subjectivity in the Modern and Postmod-






 ○ 新見肇子教授は、3月 19日、イギリス・ロマン派学会四季談話会（於大妻女
子大学）にて司会を務める。
 ○ 松森晶子教授は、3月 19日、「隠岐島 3型アクセントの再解釈」を日本女子
大学・国立国語研究所共催公開シンポジウム「N型アクセントの原理と成立」
（於日本女子大学）にて口頭発表。
 ○ ダニエル・ガリモア准教授は、3月 31日、退職。
 ○ ソーントン不破直子教授は、3月 31日、定年により退職。
